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都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 155 ha

平成 30 年度　～ 令和 4 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

・本市の市街地は、市内中央を流れる瀬戸川を挟み、藤枝駅周辺地区（以下、本地区）と旧東海道藤枝宿に形成された藤枝地区の２極を中心に発展してきた。本地区は、広域行政機能や交通の結節機能を有し、本市の中枢としてのみならず、志太
榛原地域の発展を牽引する重要な地区となっている。また、藤枝地区は、市役所や文化施設が立地し、市民サービスを提供するとともに、旧東海道の歴史・文化を育んできた地区であり、近隣住民の日常の買い物等の機能を担っている。
・モータリゼーションの進展による商業機能の郊外化により、本地区の歩行者通行量の減少や、空き店舗の増加、地価も下落し続けるなどしたことから、平成１９年１月の中心市街地活性化基本計画策定方針の決定以後、中心市街地活性化に取り組
む市民との相互連携を図るため、多様な関係者と情報交換を行い、会合を重ねた結果、平成１９年１０月１１日に(株)まちづくり藤枝、平成１９年１１月２日に藤枝市中心市街地活性化協議会が設立され、平成２０年度から内閣総理大臣認定中心市街
地活性化基本計画に基づく事業に着手した。そうした結果、低未利用な大規模市有地の有効活用と、民間活力を積極的に導入した官民連携による事業などにより、居住人口の増加や不動産価値の向上などの成果や効果が発現されている。
・しかしながら、昼間の賑わい不足や既存店の空き店舗化など新たな課題が発生している。
【参考】
・藤枝市立地適正化計画（Ｈ３０．３策定、公表）：本地区の位置付けは、都市機能誘導区域（都市拠点）
・第３期藤枝市中心市街地活性化基本計画（Ｈ３０．３内閣総理大臣認定）
・藤枝市地域公共交通網形成計画（Ｈ２９．６策定）

○（生活満足度の不足）小売業の活力低下や魅力的な店舗が少ないことから、中心市街地の生活満足度が低い
○（駅北地区の魅力低下）再開発事業の遅れや核となる施設の不足、古い街並みや建物の立地等から駅北地区の魅力が低下
○（昼間の賑わいの不足）郊外店舗の立地や昼間人口の流出から、中心市街地の昼間の人通りが少ない
○（市民活動の場の不足）ホールや多目的スペース等市民の多様な活動の場の不足

にぎわい創出による、高次な都市機能とまちなか居住の推進による魅力あふれるコンパクトな都市拠点の創出
　都市拠点として広域的な機能とともに、市域全体の生活を担う機能など様々な都市機能が充実した、高密度な拠点の形成により、魅力的でにぎわいがあふれる拠点を創出。
これまで、低・未利用な大規模市有地を活用し、高次な都市機能を立地させたことをきっかけに、新たなまちなか居住の増加と都市機能の立地という好循環を創出させてきた。今後も、土地の高度利用等により、交通の利便性を活かした、広域的な機
能と市域全体を担う機能の誘導、まちなか居住を促進し、魅力あふれる都市拠点の形成を進める。

（藤枝市立地適正化計画より抜粋）

【大目標】ＩＣＴ×ストック活用で、ビジネスと人の流れを生み出すまちづくり
【小目標】①都市機能集積による生活利便性の向上　　　　　　　　　　　　　　　　②個性的で魅力ある店舗の出店促進によるエリアの求心力向上
　　　　　　③街なかの活動・交流機会の創出による昼間の賑わいの向上

① 「ふじえだ型コンパクト＋ネットワーク」による独自の都市形成
　「ふじえだ型コンパクト＋ネットワーク（拠点集約型都市構造）」への転換をまちづくりの基本方針とし、JR藤枝駅周辺の中心市街地（都市拠点）と、東海道藤枝宿に由来する商店街や蓮華寺池公園のある藤枝地区（文化交流拠点）を、都市活動を支
えるまちの中心と位置づけ、この２つの地域を都市機能誘導区域（市街化区域の11%）に設定するとともに、特性を活かした地区交流拠点や新産業拠点を設定し、それら拠点形成に係る集中的な取り組みを行い、各拠点同士を公共交通などで結び有
機的なつながりをもつことで、持続可能で本市独自の魅力あるまちづくりを推進する。
② 「ふじえだスマート・コンパクトシティ」の形成
　「ふじえだ型コンパクト＋ネットワーク」の都市構造を形成するための施策は“官民連携”と“公共ストックの活用”の考えを重視するとともに、ICT、ＩｏＴ、ＡＩなどを活用し、暮らしやモビリティ、エネルギー等が全体最適化する、持続可能な次世代型コン
パクトシティへの転換を推進する。

都道府県名 静岡県 藤枝市 藤枝市中心市街地地区

計画期間 交付期間 4



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年
Ｈ２５～Ｈ２８

（平均値）
Ｈ３０～Ｒ４
（平均値）

件 Ｈ２８ Ｒ４

人／日 Ｈ２８ Ｒ４昼間の歩行者通行量 計画区域内８地点における昼間の歩行者通行量の増加
街なかでのイベント開催や環境整備等により、中心市街地内の回
遊性を向上し、昼間の歩行者通行量の増加を目指す。

7,356 8,020

空き店舗数 計画区域内５商店街内にある空き店舗数の減少
駅北地区に多く存在する空き店舗等の既存ストックを活用したﾘﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝ事業等の実施により、商店街の空き店舗数の解消（減少）
を目指す。

49 36

居住人口〔社会増〕 計画区域外からの転入増加（社会流入）
再開発事業等の実施により都市機能の集積を図り、街なかの生
活利便性を向上し、居住人口〔社会動態〕の増加を目指す。

93 103

・これまで本地区では、郊外に移転した市立総合病院の跡地をはじめ、３か所の大規模市有地があり、その全てが遊休状態であったことから、官民連携による利活用に取り組んだ結果、まちづくりの拠点となる複合商業施設の「BiVi藤枝」や「オーレ藤
枝」、国際観光ホテルと一体となった複合商業施設「ホテルオーレ」、さらには、駅前一丁目８街区再開発事業により、医療、子育て・高齢者支援、防犯モデルマンションなどが整備された「フジエダミキネ（地区名称）」などが新たに誕生した。
・今後も、市街地再開発事業による拠点施設整備により、さらなる都市機能の誘導を図り地域のポテンシャルを高めるとともに、既存ストックを有効活用したリノベーションによるまちづくりにより、面的に広がりをもって本地区の魅力や価値を向上させ、
持続可能で生活利便性の高い新たなまちづくりにチャレンジしていく。なお、これまで立地した複合商業施設に新たな機能として誘致した大学の駅前キャンパスや起業創業を支援する産学官連携推進センターにより教育・文化・ビジネス拠点形成を
図っているが、さらなる取組によりＩＣＴで人の流れを呼び込むまちづくりを推進していく。

・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業
　藤枝駅前商店街の中心に位置する立地特性を活かし、一体的かつ高度な土地利用により良好な居住環境整備とともに、暮らしを支える施設の導入や商業施設等の整備を行い、“街なか居住支援拠点”を形成する事業。街なか居住の促進や商店
街の商業環境の改善より、課題となっている駅北地区の歩行者通行量の増加や居住人口の増加に大きく寄与する。藤枝市中心市街地活性化基本計画（第３期）及び藤枝駅前地区市街地総合再生計画の先導的拠点整備地区に位置付け、積極的に
支援する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

１．まちの中心となる都市拠点と文化交流拠点
まちの中心として、藤枝駅周辺の中心市街地を都市拠点、旧東海道藤枝宿に由来する商店街や市役所などを含み、蓮華寺池公園に近い地域を文化交流拠点として位置づけ、にぎわいを創出する都市機能や、生活に必要な都市機能を誘導、集積
し、市全体の都市活動を支える中心とする。
（１）都市拠点（※本地区）
これまで、低・未利用な市有地を活用し、高次な都市機能を立地させたことをきっかけに、新たなまちなか居住の増加と都市機能の立地という好循環を創出させてきたが、今後も、土地の高度利用により、交通の利便性を活かした、広域的な機能と市
域全体を担う機能の誘導、まちなか居住を促進し、魅力あふれる都市拠点の形成を進める。
（２）文化交流拠点
文化交流機能の充実を図るとともに、周辺地域の住民の生活を担う機能を誘導し、誰もが訪れたくなる、暮らしたくなるまちづくりを進める。

２．地域の生活を支える拠点
（１）地区交流拠点
自然や歴史など個性豊かな地域ごとの拠点周辺に生活利便施設がコンパクトにまとまるとともに、公共交通でネットワークされることで生活の利便性が確保され、いつまでも便利にいきいきと暮らすことができる、地区交流拠点を創出する。

（藤枝市立地適正化計画より引用）



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
・提案事業：事業活用調査
　本計画に記載された事業の効果に関する調査・分析を行う。
【事業概要】
本地区は、中心市街地活性化事業により、商業施設やホテル、マンションなどが立地したが、昼間の賑わい不足や既存店の空き店舗化など新たな課題が発生。そこで独自のＩＣＴプラットフォームと街なかのストックを、産学官連携によって活用し、付加
価値の高い暮らしと、新たなビジネスや人の流れを生み出すまちづくりを推進する。
【事業内容】
○ＩｏＴを活用したシェアサイクル事業を展開し移動データを分析・活用すると共に、軌道敷南北のボトルネックとなっている踏切の拡幅改良を実施し回遊力を向上。
○ ICT活用教育やビジネス教育プログラム提供など、起業・創業を推進。
○駅前広場や、スポーツ拠点（市民体育館）の高質化を行うと共に、駅前広場等のストックを活用したマルシェやイルミネーション、産業を活性化させるイベントを実施、賑わい創出と、起業者の「試す場」を提供。
 ○次のステップとして、街なかへの出店を促すため、空き店舗改修費用を助成し、リノベーションによる開業を支援。
○上記循環を創出した上で、再開発事業と、土地利用規制の緩和により新たな民間投資を誘導。
【官民連携体制】
○ソフトバンクとの包括提携により、市内全域にＩｏＴ通信基盤を整備
○産学官９０社・団体参画により藤枝ＩＣＴコンソーシアムを組織し、ICT活用教育などビジネス支援。
○(株)まちづくり藤枝と連携し、駅前広場や道路などの公共空間にて、マルシェ、オープンカフェやイルミネーションなどの賑わいイベントを実施。ＩｏＴを活用した街なかシェアサイクル実施、移動データを蓄積・活用。
○藤枝市産官学連携推進協議会によって、トライアルスペースや、ビジネス教育プログラムにより起業・創業、自立プロセスの構築。
【政策間連携体制】
○市の都市計画、公共交通、商業、観光、産業などの部局と横断的な体制を構築。施策に対し、検討、計画、実施、検証にわたり包括的に推進する。
【事業完了後の継続性、人材育成、維持管理費の低減】
○ＩＣＴコンソーシアムの高校生、大学生、社会人を対象にしたＩＣＴ活用エキスパート養成事業などにより人材や起業・創業者を育成。
○ＢｉＶｉ藤枝、オーレ藤枝などの拠点は、低未利用な市有地を活用し、民間活力により整備し、維持管理は民間が運営。
　スポーツ拠点（市民体育館）には、指定管理者制度を導入。

方針に合致する主要な事業
①都市機能集積による生活利便性の向上
　
　再開発事業の継続展開により、居住者や来訪者にとって必要な都市機能の集積を図り、生活利便性の高い街なか環境を形成します。

関連事業：駅前一丁目６街区市街地再開発事業
関連事業：都市機能・街なか居住推進事業

②個性的で魅力ある店舗の出店促進によるエリアの求心力向上

　個性的で魅力ある商業・サービスなどの店舗の出店環境や活動機会を創出し、住む人や訪れる人が歩きたくなる街なか環境を形成します。
関連事業：大学を核に、情報ビジネスで人の流れをつくる藤枝”活動・交流都心”創造計画
（街なかストックリノベーション事業、トライアルスペース開設・運営事業）
関連事業：空き店舗開業支援事業

③街なかの活動・交流機会の創出による昼間の賑わいの向上

　活動・交流・回遊・滞留をもたらすしかけや環境を整備し、子育て世代や女性層、学生、高齢者等が活発に行き交う街なか環境を創出する。

基幹事業：田沼街道踏切改良事業
基幹事業：駅前広場景観形成事業
基幹事業：市民体育館耐震改修事業
提案事業：駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業（社会実験）
提案事業：スポーツ拠点賑わい創出事業
提案事業：街なかシェアサイクル構築事業
関連事業：大学を核に、情報ビジネスで人の流れをつくる藤枝”活動・交流都心”創造計画
（産学官連携情報ビジネス創造事業、食メディア研究展開事業）
関連事業：ＩＣＴで人の流れを呼び込む教育・産業づくり推進プロジェクト
（ＩＣＴ活用エキスパート養成事業、藤枝クラウドソーシング運営事業、地元企業ＩＣＴ導入促進事業）
関連事業：藤枝市産業活性化推進事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 藤枝市 直 L=140m 31 4 31 4 147.2 147.2 147.2 0.0 147.2

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 藤枝市 直 A=400m2 31 31 31 31 12.0 12.0 12.0 0.0 12.0

地域生活基盤施設 藤枝市 直 A=2,087m2 2 2 2 2 10.6 10.6 10.6 0.0 10.6

高質空間形成施設 藤枝市 直 160m2 2 2 2 2 24.0 24.0 24.0 0.0 24.0

高質空間形成施設 藤枝市 直 N=116基 1 4 1 4 97.9 97.9 97.9 0.0 97.9

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 291.7 291.7 291.7 0.0 291.7 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

(株)まちづくり藤枝 間 H31 R2 H31 R2 10.2 10.2 10.2 0.0 10.2

(株)まちづくり藤枝 間 H30 R3 H30 R3 29.3 29.3 29.3 0.0 29.3

藤枝市 直 H31 R2 H31 R2 191.5 191.5 191.5 0 191.5

藤枝市 直 R2 R4 R2 R4 12.3 12.3 12.3 0.0 12.3

合計 243.3 243.3 243.3 0.0 243.3 …B

合計(A+B) 535.0
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

再開発組合 国土交通省 ○ Ｒ２ Ｒ４ 5,588

内閣府 ○ Ｈ２９ Ｈ３１ 12

内閣府 ○ Ｈ２９ Ｒ２ 221

内閣府 ○ Ｈ２９ Ｒ２ 98

内閣府 ○ Ｈ３０ Ｈ３１ 5

内閣府 ○ Ｈ２９ Ｈ３１ 10

内閣府 ○ Ｈ２９ Ｈ３１ 12

内閣府 ○ Ｈ２９ Ｈ３１ 11

○ Ｈ３０ Ｒ１ 8

○ Ｈ３１ Ｒ３ 3

○ Ｈ３０ Ｒ４ 18

合計 5,986

市単独費

都市機能・街なか居住推進事業

産業活性化推進事業

空き店舗開業支援事業

地元企業ＩＣＴ導入促進事業
大学を核に、情報ビジネスで人の流れをつくる藤枝”活動・交流都心”創造計画

街なかストックリノベーション事業

トライアルスペース開設・運営事業

産学官連携情報ビジネス創造事業

食メディア研究展開事業

ＩＣＴ活用エキスパート養成事業

藤枝クラウドソーシング運営事業

社会資本整備総合交付金事業（住環境整備事業）

駅前一丁目６街区市街地再開発事業 駅前一丁目

（いずれかに○） 事業期間

事業主体 所管省庁名

ＩＣＴで人の流れを呼び込む教育・産業づくり推進プロジェクト

全体事業費

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 規模

（いずれかに○）

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査
事業効果調査分析 ―

まちづくり活
動推進事業

地域創造
支援事業

街なかシェアサイクル 街なかシェアサイクル構築事業（社会実験）

駅周辺広場・道路空間賑わい創出 駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業（社会実験）

藤枝市民体育館機能強化 スポーツ拠点賑わい創出事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業 事業箇所名

住宅市街地総合整備事業

駅前広場

市民体育館

駅前広場

駅前広場

交付期間内事業期間
細項目

田沼街道踏切

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 535.0 交付限度額 187.4 国費率 0.35



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　藤枝市中心市街地地区（静岡県藤枝市） 面積 155 ha 区域 駅前一～三丁目、前島一～三丁目、田沼一・三・四丁目、青木一～三丁目　等

藤枝駅

複合商業施設
ＢｉＶｉ藤枝

藤枝市中心市街地地区 Ａ＝１５５ｈａ

500
1,000



居住人口〔社会増〕 （人／年） 93 （H25～28年度）※平均値 → 103 （H30～R4年度）※平均値

空き店舗数 （　　件　　） 49 （H28年度） → 36 （R4年度）

昼間の歩行者通行量 （人／日） 7,356 （H28年度） → 8,020 （R4年度）

　　藤枝市中心市街地地区（静岡県藤枝市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

【大目標】ＩＣＴ×ストック活用で、ビジネスと人の流れを生み出すまちづくり

【小目標】①都市機能集積による生活利便性の向上  ②個性的で魅力ある店舗の出店促進によるエリアの求心力向上

③街なかの活動・交流機会の創出による昼間の賑わいの向上

④中心市街地外との連携による街なかへの集客力の向上

代表的な
指標

様式（１）-⑦-１

○関連事業（社会資本整備総合交付金事業（住環境整備事業））
駅前一丁目６街区市街地再開発事業

○関連事業（地方創生推進交付金）
大学を核に、情報ビジネスで人の流れをつくる藤枝”活動・交流都心”創造計画
・街なかストックリノベーション事業
・トライアルスペース開設・運営事業
・産学官連携情報ビジネス創造事業
・食メディア研究展開事業

○関連事業（地方創生推進交付金）
ＩＣＴで人の流れを呼び込むまちづくり
・ＩＣＴ活用エキスパート養成事業
・藤枝クラウドソーシング運営事業
・地元企業ＩＣＴ導入促進事業 ■基幹事業

（道路）田沼街道踏切改良事業
Ｃ＝事業費：１４７．２百万円（国費：５４．５百万円）
〔実施設計 １式、ＪＲ負担金 １式

道路改良工事 Ｌ＝１４０ｍ〕

■基幹事業
（高質空間形成施設）駅前広場景観形成事業
Ｃ＝事業費：１２１．９百万円（国費：３３．８百万円）
〔駅南芝生スポット Ａ＝１６０ｍ２〕
〔照明灯設置Ｎ＝１１６基 等〕

□提案事業
（地域創造支援事業）
駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業（社会実験）
Ｃ＝事業費：２９．３百万円（国費：１２．３百万円）
〔賑わい創出イベント社会実験 １式※間接補助〕□提案事業

（事業活用調査）事業効果調査分析
Ｃ＝事業費：１２．３百万円（国費：４．７百万円）
〔調査 １式〕

□提案事業
（地域創造支援事業）スポーツ拠点賑わい創出事業
Ｃ＝事業費：１９１．５百万円（国費：６０．９百万円）
〔実施設計 １式、工事 １式〕

○関連事業（その他）
・藤枝市産業活性化推進事業

○関連事業（その他）
・都市機能・街なか居住推進事業
・空き店舗開業支援事業

■基幹事業
（地域生活基盤施設）駅前広場景観形成事業
Ｃ＝事業費：１２.０百万円（国費：１０．４百万円）
〔インターロッキングブロック Ａ＝４００ｍ２ 等〕

■基幹事業
（地域生活基盤施設）市民体育館耐震改修事業
Ｃ＝事業費：１０．６百万円（国費：５．０百万円）
〔吊天井改修 Ａ＝２，０８７ｍ２ 等〕

500 1,000

（都）小川青島線
都市再生整備計画の区域

都市機能誘導区域

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

藤枝市中心市街地地区 Ａ＝１５５ｈａ

□提案事業
（地域創造支援事業）街なかシェアサイクル構築事業（社会実験）
Ｃ＝事業費：１０．２百万円（国費：５．５百万円）
〔シェアサイクル整備 １式※間接補助〕


